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査 2作、立会調査 7件、および分布調査 1件の、合計H件の調査を実施した (表 1)。
(1)川内地区の調査
川内地区では本調査 1件 と試掘調査 2件、立会調査 2件 を実施した (図 3)。
表 1 1992年度調査概要表
Tab. l  Excavations on the calmpus in the fiscal year 1992
調査の種類 調 査 地 点  (略号 ) 原 因 調 査 期 間 面積 時期
本 調 査 仙台城二の九跡第13地点 (NM13) 記念講堂前環境整備 3/15～ 3/24 8ポ 近世
試 掘 調 査 仙台城二の丸跡第H地点 (NMll) 植物園本館新営 9714～ 10/29 138活 近 世
仙台城二の九跡第12地点 (NM12) 保健管理センター新営 H/18～ 12/18 14311a2 近世
立 会 調 査 青葉山東北電力鉄塔地点 (92■ ) 東北電力鉄塔建て巻え 7/30～ 3/24
工学部機械工学科地点 (922) 航空工学科 クリーンルーム新営
女川水産実験所地 点 (923) 農学部附属女川水産実験所新営 1026
理学部超高圧発生装置地点 (924) 理学部超高圧発生装置取設 12/7～ 12/10
付属図書館南側地点 (92‐ 5) 給水管改修
富沢地区官舎地点 (926) 給水管改修 2/8～ 2/24
教養部 自転車置場地点 (927) 自転車置場屋根取設 3μ ～3/9
分 布 調 査 青葉山地区 4/1～ 4/27
Ruin of Sendai Castle
Kanauchi steles
Aobayama Sitc Loc B
Aobayama Site Loc E
Aobayarna Site Loc C
Aobayama Site Loc A
Aobayarna Sitc Loc D
Ashinokuchi Site
仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点
青葉山遺跡A地点 7:青葉山遺跡D地点 8:芦ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑  lo:郷 六大日如来の碑
葛岡城跡 12:郷六城跡 13:郷六建武碑  14:沼 田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松 ヶ岡遺跡
向山高裏遺跡 19:萩 ヶ丘遺跡 20:茂 ケ崎城跡 21:ニ ツ沢横穴墓群 22:萩 ケ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡
ニツ沢遺跡 25:青 山二丁目遺跡 26:青 山二丁目B遺跡 27:杉土手 (鹿 除土手)28:砂押屋敷遺跡
砂押古墳 30:富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡 32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡
土手内横穴墓群 36:三神峯遺跡 37:金 山窯跡 38:三神峯古墳群 39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡
裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:人幡遺跡 45:後 田遺跡 46:町遺跡 47:神漉山遺跡
御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図 1 東北大学 と周辺の遺跡






































行うこととした。調査は、浸透桝設置箇所に合わせて、 2m× 2mの調査区を2ケ 所設定して
調査を行った。この調査結果については、本年報のⅡ章において報告する。舗装工事にあたっ
ては、玉砂利除去後、基盤改良のためのすき取 りを行う予定であった。しかし、浸透桝部分の





試掘調査の一つは、仙台城二の九跡第H地点の調査である (図 5)。 これは、理学部附属植
物園の本館新築計画に伴う試掘調査である。附属植物園の本館と展示館は、米軍時代の建物を
使用 しており、これらを取 り壊 して、展示館の部分に新築する計画であった。この場所は、二
の九の中でも、端に近い場所であり、遺構の分布状況、遺物の出土状況を確認し、調査計画を
検討するために試掘調査を行った。試掘調査が行える範囲は限られていたため、展示館の北側








旧教養部構内の川内北地区での調査である (図 6)。 今回の調査区の東側には、1986年度に調
査した二の九跡第 8地点の調査区がある。第 8地点の調査では、二の丸北側の堀とその北岸が
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―
図 4 青葉山地区調査地点







































0             20m
-
図 5 仙台城二の丸跡第 11地点調査区の位置 と断面図




















































0        2m
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図 6 仙台城二の丸跡第12地点調査区の位置と断面図
























0                     100rn
図 7 富沢地 区調査地点













女川地区では、立会調査 1件 を実施 した。三陸海岸南部の宮城県牡鹿郡女川町には、農学部
附属水産実験所がある。今回の調査は、実験所の建て替えに伴う調査である。実験所の裏側の
丘陵には、縄文時代の包含地である小乗浜B遺跡 (宮城県遺跡香号73021)があり、縄文土器
が採集されている (図 8)。 前年度に施設部から照会を受けたため、現地を踏査 し、遺跡の範
囲が実験所の建物の位置までは広がらない可能性が高いことを確認し、その旨を回答 しておい
1:小乗浜B遺跡 (縄文)2:小 乗浜A遺跡 (縄文) 3:内 山囲遺跡 (縄文前～晩・古代 )
4:宮 ケ崎遺跡 (縄文中～晩・弥生・古代) 5:高 森A遺跡 (縄文前)6:高 森 B遺跡 (縄文 )
7:崎山遺跡 (縄文後 )
図 8 女川地区と周辺の遺跡 (『 宮城県遺跡地図』よ り)





第 3回東北大学埋蔵文化財展を、 9月 14日 からlo月 3日 までの期間で、附属図書館の協力を
得て、図書館本館のエントランス・ホールで開催した。前年度に開催 した第 2回 の埋蔵文化財
展につづき、 2年連続で開催したことになる。前回の展示では、期間が 2週間であったが、期
間をもう少し長 くとの意見が出ていたたため、今回は 3週間の展示期間とした。1992度 は、仙
台城二の丸跡第 5地点の整理作業が進んで、おおよその成果がまとまってきた段階であった。
第 5地点では、二の九期では妻妾の居住域である中奥が、二の九拡張以前の段階では、伊達政
宗の長女である五郎人姫の居館西屋敷の遺構・遺物が検出されている (年報 6)。 そのため今









図 9 第 3回埋蔵文化財展展示風景
Fig. 9  Third exhibition Of archa∞ logical


























金工場で製作・取 り付けをしていただき、 1基を製作 した。また、本学の電気通信研究所で以
前に使用され、現在使用されていない実験用水槽を2基譲 り受け、これも必要な部分にステン
レスの補強を理学部金工場で行っていただき、これに旧教養部の化学実験の授業で使用されて























寛永15年 (1638年 )、 二代藩主伊達忠宗は、もとの伊達宗泰の屋敷地において、二の九の造
営を始める。二の九完成後、仙台藩の政治・諸儀式のほとんどはここに移され、二代藩主以降
はその居館 ともなる。二の九の北隣には、五郎人姫の「西屋敷」が存続する。





版籍奉遠の明治 2年 (1869年)に は、二の九に勤政庁が置かれ、明治 4年 (1871年)の廃藩
置県後は、仙台城が明治政府・兵部省の管轄下に移 り、東北鎮台 (後 に仙台鎮台)が置かれる。
この頃に本九の建物群は取 り壊されるが、二の九建物群は依然として残っている。しかし、明
治15年 (1882年)の火災によつて、二の九建物のほとんどが焼失する。その後陸軍第二師団が
















聴 1l Locaton of llM13
blM13 i.e.Location 13 ofか肋 omarv(s∝ondary dtadel of Sendai Casde)


































北側の調査区を 1区、南狽1を 2区 と呼ぶこととした。
1区の北側と2区の南側に、任意に基準点を設定し、これを基準に実測作業を行った。基準
点の国土座標値は、以下の通 りである。
原点NM13-①  X=-193674316 原点NM13-②  X=-193691.956
Y=  2161つ 44 Y=    2 167553
調査が進むとともに、2区の石組の溝と思われる 1号溝に伴う石敷が、現地表面から浅い所




基本層序は、 1～ 5層が確認された。この内 2層 と3層 は細分される。基本層の土層の特徴
は、次の通 りである。
1層 表土 上部の砂礫層と下部の黄色パミス層に分かれる
2a層  10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性弱 しまり中 瓦を含む
2b層  10YR5/6 黄褐色 シル ト 粘性弱 しまり中 瓦や小礫を多 く含む 整地層 ?
2c層 5BG 青黒色 炭層 粘性なし しまり中 径 5 mm以下の砂礫を含む




















Fig.12 Schematic proiltt of blb4t7 and卜 脱113
3b層  10YR6/6 明責褐色 シル ト 粘性弱 しまり強 小礫を含む
4層  10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり中 全体に均質な層
5層 地山 10YR6/6 明黄褐色 粘土
斑状ににぶい責橙色部分があり、下部ほど白味が強い
調査の際に邪魔になるため、表面の玉砂利は、広い範囲で除去しており、断面等には表れて
こない。その下の玉砂利直下の、道路基盤の整地層を 1層 とした。2a～ 2c層は、 1区でのみ
確認された。この内の 2c層 は、えを主体とする層で、明治15年の二の九を全焼 した火災に伴
うものと考えられる。 3a・ 3b層 は 2区でのみ確認された整地層で、遺物がほとんど出上 して
いないため確実ではないが、石組の 1号溝がこの3a層上面に造られており、二の九造成時、








(1)1区 (図 13、 図版 1)
1区では、ピット4基が検出された。いずれも4層上面から掘 り込まれている。これ以外に
は、 2b層 上面から掘 り込まれた、ピット状の落ち込みが検出されているが、明治以降と考え
られるため、攪乱として扱った。
〔ピット1】










の深さにほぼ等 しい。ピットlbは 隅丸長方形で、長軸95cm、 短軸60cm、 深さ60cmを 計る。








































1号溝理■ 1層 10YR5/41こ ぶい黄褐色 船性なし しまり強 砂篠と瓦を含む
1号溝埋± 2層 iOYR5/6黄 褐色 シル ト粘性弱 しまり強
2号溝4■ 1層 10YR5/41‐ ぶい黄禍色 粘性弱 しまり中
2報4112層 黒篤譜霧篤ぎ鈴舗亀鎮絲 強く幽部は醐ヒして 2区
赤味がかる 絡性強 しまり強
3号溝埋■ 1層 iOa4/4獨色 雅性中 しまり中 
―
3号溝埋± 2層 ュOYR5/6黄禍色 粘性中 しまり中
中
















































図13 仙台城二の丸跡第 13地点 1区・ 2区平面図・ 断面図
F匙} 13  Plans and cross sodhOns of Grid l and 2 at alM13
十
21
l         v
柱 痕 跡
Ptda理土ュ層 IOW梨ツ6黄褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中 不均質 瓦を含む
PIda理±2層 10YR414褐 色 粘土質ンル ト 粘性中 しまり弱 連土ユ層に比べ均質
PIub理 ■1層 褐色シルト (7 5YR4た 粘性弱 しまり弱)と明禍色雅土質シル ト(7 5YR518
粘性中 しまり中)力ξプロツク状に混じる
PIdb埋 ±2層 連■1層 に比べ櫂色シルトの部分が多い
PIt2埋 ■1屋 iOYR5/8賞 禍色 ンル ト粘性弱 しまり弱
PIB狸■1層 IOYR5/8黄 褐色 ンルト粘性弱 しまり弱
PIt4埋 ■1層 il YRo/6黄 褐色 粘土質シル ト粘性中 しまり中
pttr理 ■2層 75W割8明褐色 粘土質ンル ト粘世中 しまり中
PIt4埋 ■att ioYR6/8明 責掲色 粘■質ンルト 粘性中 しまり弱
plt4埋 ■4層 7 5YR314暗褐色 ンル ト粘性弱 しまり弱
3b層下面
















掘 り直したもので、 3号溝とほとんど同じ場所に造られている。調査範囲が狭 く、両肩はほぼ
調査区一杯になっているため、 3号溝の肩がさらにタト側まで上がってくるかによっても異なる
が、調査範囲内では、 3号溝の埋土を肩としている。上幅140～ 150cm、 下幅50cmの 逆台形の断
面形状を呈し、深さは60cmで ある。底面のレベルは、 3号溝の底面にほぼ等 しい。方向は、検
出した長さが調査区の幅の 2mだけであり、確実では無いが、N-64度―Eである。埋土は 2




伽程、下幅60cmの 断面逆台形を呈 し、深さは40cmである。方向は、 2号溝と同じN-64度―E
である。埋土は自然堆積 と思われる。
埋± 1層 から、小破片ではあるが、瓦質土器の悟鉢が 1点出土 している (図 14-2)。 内面
のおろし目はかなり粗 く、17世紀代に遡る可能性がある。





陶磁器や土器で、特徴が判明し図示 し得たものは、 1区のピットlb出土の陶器の悟鉢 (図
14-1)と 、 2区の 3号溝埋± 1層出土の瓦質土器の悟鉢 (図14-2)だ けである。
瓦は出土量が最も多い。これは、調査地点が蔵が置かれた場所であることを反映するもので
あろう。しかし瓦も、大部分が 1層 出上のものである。ある程度特徴が半U明する資料を図示 し
たが、いずれも1層 出土のもので、出土層位から年代は検討し得ない。軒丸瓦は 9点出上して
いる。三引両文 1点 (図 14-3)、 九曜文 3点 (図 14-4)で 、他は周縁の部分だけの破片で
ある。軒平瓦で文様が判明するものは 3点ある。これまでの仙台城出土瓦の分類 (年報 9)で
























Tab 2  Disttibution of various implements at hlM13
表 3 仙台城二の丸跡第13地点出土遺物観察表
Tab. 3  Notes on various irnplements at W/113
区 層 遺構



































丸形 筒 筒罷 不 明 不明
k採 檀瓦 1
(133)



















































2区 1層 鉄釘 1
ガラス 4











2区  3号溝埋 1層
計
9
(140) (l oo) (704)
図番号 登録番号 種類・器種 出上場所 特 徴 等 図版呑号
14- 1 C-001 陶器・構鉢 Pitlb埋 1層 鉄釉 (茶褐色)、 胎上やや粗、産地岸か?、 18世紀 ? 3-1
14--2 C-002 瓦質土器・循鉢 3号溝埋 1層 3-2
14- 3 T-001 軒丸瓦 2区 1層 三引両文、瓦当復元径16 0cm、 周縁幅1 6cm 3-3
14- T-002 軒九瓦 2区  1層 九曜文、瓦当復元径17 2cln、 周縁幅1 7cm 3-4
14- T―-003 軒平瓦 2区  1層 三枚笹 lb十唐草 la類、瓦当垂長5 7cn 3-5
14- 6 T―-004 軒平瓦 l区 1層 三引両+唐草、瓦当垂長4 8cm 3-6
14- 7 T―-005 軒平瓦 2区  1層 唐草 2類 3-7
14- T-006 鬼瓦 Pitlb埋 1層 3-8
14- T-007 桟瓦 ? 1区  1層 凸面に陽刻「六三」 3-9
14-10 T―-008 丸瓦 2区  1層 長23 8cln 3-10
劉
|

























Fig。 15 Distribution Of feawes at小 咄7 and alM13
では、二の九造営に伴う大規模な整地層の下層から、伊達宗泰の屋敷に関わると考えられる遺
構群が検出されているが、これらの遺構の方向は、北から30度前後西偏する (年報 8)。 2号





とにはならない。ここでは、 1号溝の段階と大きく土地利用方法が変わることを重視 して、 2
号溝 ,3号溝は、二の九造営以前に遡る可能性が高いと考えておきたい。















197cm)の倍数の間隔で、ほぼ並ぶこ  Fig 16 A pictШ 3 1map around the atta of Ⅷ l13(1)
ととなる。第13地点 1区のピット1を基準とすると、第 7地点の 6区のピットは北に3間、 7
区のピットは北に 7間、 8区 のピットは北に11間 のところにほぼ相当する。柱列の方向は、















































1984年 までに、青葉山遺跡A～ D地点が知られていた (図 1)。 1984年度に東北大学埋蔵文化
財調査委員会が理学部構内で調査を実施した、B地点 。E地点・B地点第 2次調査地点 (旧称
F地点)の 3ケ所の調査では、いずれにおいても旧石器時代の遺構・遺物が発見され、それま




























面 (図22・ 23)。 写真に記録 した。さらに主要な露頭における地層の堆積状況 (図25'26)と 、







青棄山キャンパスは、青葉山段丘のⅢ面に位置する (図 19)。 青葉山段丘は高位よりI～ Ⅳ
面に分けられており、各面を覆う火山灰層の関係から、 I・ Ⅱ面とⅢ・Ⅳ面は形成時期の異な








2層 は 3層 との漸移層である。




か1981)。 青葉山遺跡 B地点の調査では 5層 上面に堆積 していたが、工学部管理棟前地点
(1990年度調査、年報 8)お よび工学部生物工学科地点 (1989年度調査、年報 7)の試掘調査
においては、 3～ 4層の中にレベル差を持って見られた。
5層 はくすんだ色の火山灰層で、 6a層 とともに標識になる。工学部管理棟前地点では、色
調はloYR5/6、 径 l mm程の石英粒を多 く含む。







阻 Dlllllllllll Ⅲヽ瘍 ISC圏 S□
S― 斜面・ 山地,Ⅳ A・ 4-1-青葉山段丘,HD― 台の原段丘, HU一 上
町段丘,HN―中町段丘, ISC―下町段丘・河岸・海岸平野
―-50-― 等 高 線   一一一一一 段丘の境界    
―
断
図19 仙台市域の地形区分図 (『新編仙台の地学』よ り)







































図21 青葉 山Ⅲ面での地層柱状模 式図
Fig. 21  Schematic profile at the 3rd
terrace of Aobayama teFaCe
「
r葉 山 段 丘
識
‐‐
囲 1剛2目8饉 4□ 5
1:坪沼第 1軽石層 (TbPl)2:坪沼岩片層 (Tblf)3:坪沼第 2～ 4軽石 (TbP2～ TbP4)
4:新期テフラ (～愛島軽石層)5:粘 土質火山灰・火山灰質粘土
図20 青葉山各面とテフラの関係 (大 月義徳1987よ り)
























【理学部数学科～図書館北青葉山分館 (露頭 1～ 8)】
図書館北青葉山分館の建設に伴い1985年 に発掘調査が行われたB地点とB地点の第 2次調査
地点 (旧称 F地点)が位置する。B地点では 5層 と11層 から、B地点 2次調査地点では3a・









保存されていることが判明し、 5・ 6a層上面において、旧石器時代の陥し穴状の土坑が 4基
検出されている (年報 2)。
〔理学部物理棟北側 (露頭 9～ 13)】
トンネル北側の露頭10～ 13付近は、愛島軽石層から上にあたる層群の保存が良くなく、風化
が進み、他地点との対比が困難である。
【理学部地学棟南側 (露頭14～ 16。 19。 20)】
全体に火山灰の風化が進み、愛島軽石層も保存が良くない。しかし、露頭から縄文土器が採
集されている (年報 2、 p.83)。 理学部前バス停付近 (露頭 19・ 20)で は、より斜面性の堆積
となり、 3・ 4層相当部分が厚 くなっている。
【工学部応用物理学科・体育館付近 (露頭17・ 18・ 21・ 22)】
体育館西側 (露頭21。 22)では標準的な堆積だが、体育館東側からテニスコー トにかけての
一帯は、旧地形が保存され平坦であるにもかかわらず、火山灰の堆積は全体で lm程 と悪 く、




























Fig. 22  Location of excavations and outcrops at Aobayanaa calnp嶋
36



























0        1oO rn
― 図24 青葉 山地区火山灰残存状況図































0         100rn
― 図27 青葉山地区での開発行為への対応方法区分図








③ 5層 および 6層 (赤色風化帯)が、青葉山Ⅲ面上に広 く認められることが確認された。
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REPORT
OF THE ARCHAEOLOGICAL RESEARCH ON THE CAMPUS OF
TOHOKU UNIVERSITY
vol,10 �larch 1998
The Archacological Rescarch Ccnter
on he Campus,TOhOku University
Kat証�rachoぅ  Aoba ward, Sendai 980-8577 JAPAN
Summary
On hc campus of TohOku U� versity,a lot of archacological sitts are known.Among hcm,
Sendtt Casdc is thc most famous and largest onc.  Almost al1 0f he souda part Of Kawauchi
campus is located on its sccOndary citadcl area.  Aobayama campus includes remarkable
pale01ihic sites, sOme arc dated to morc han 100,000 ycars ago.
In Japan, if exising circumstanccs need to be changed in the known site area, cxcavation
research on hc buried culturtt propertics must be caコ mcd out.
According to lcgal procedures, he conlmission for rcscarch, which was organizcd in 1983,
carmed out many sЛ vage cxcavadons lor ll years.  It was reorganized into he Centcr in 1994
to improve condi� ons of rescarch.  he Ccnter mainly caries out salvagc cxcavations of
archaeological sites on he canlpus,anttyzes hose records and rcmains and publishcs excavセ �on
repois.  COnservadon and exhibitiOn of archaeological heritage, studies abOut stmcturc of sites,
artifacts, techniques Of excavadon and preservadon arc also impohant dudes.
This volume carrics reports of an excavation of NM13 on Ka、 vauchi campus and a
dist�buion survcy on Aobayalna campus, which were c劇 ビied out by the Commission of Buned
Cultural Properties on Campus in 1992.
NW113 site(Loc.13 ofゴⅥ,omarv,i.e.he secondary citadel of Scndai Casde)
The mttn citadel of Sendtt castle was built in A.D.1600 by ルねd劇囮vaθ DAW. In A.D.
1638 his son, 7滋Jtam,コ c 正)ATE built hc secondary citadel on a lo、 ver teracc,  N7attarv had
pracically been thc center of he govemmcnt of SttJarれ ara for some 250 ycars until Mctti
Restoraion.
NM13 area coresponds to the arca of a warehouse of arms which belongs to K御 デοl)0,
castem outside of Nit20narV in a narrow scnce.  This site is located near NM7 site excavat● d
in 1986.
Two trenches were excavattd.  At trcnch l, 4 pits were found.  Pit l is a post ho時
.
Except pit 4 hey are considered to belong to EJo pcttod. There is a possibility血 証 pit l a■d
some of pOst holes found at NM7 wcre componcnts of a 、varehouse of arms which is supposじ d
to bc here.
Thrcc ditches which belong tO EJo pettod were found at trench 2. The newest ditch l ras
stone wan. Ditch 3 was remade to ditch 2. From hc difference of dirccion, ditch 2 and 3
are consldered to have been used beforc he consttucion of N″ 辺amarV.
Most of artifacts arc roof iles, 、vhich show hat hcre 、vere structurcs such as warchouse.
Distttbution survey on Aobayama campus
Aobayama area, including Aobayallna campus of Tohoku University, is located on thc 3rd
terracc surfacc of Aobayama terracc.  Until 1984 several paleolithic sites were kno‖ ′n
(Aobayama site loc A～ D).h the area of Faculty of Science, he Co― ission of BuFled
Cultural Propcrties on Campus excavatcd 3 sites in 1984(Aobayama site loc B,E,F,i.e.B2).
At a11 locahties, paleonthic features or artifacts wcre found.  Thcn tt was supposed ulat there
exist paleolithic sites in wider area
ln 1986～ 1991, he Commission carmed out 5 仕ial excavaions in he area of Faculty of
Engineeing, which is locattd souhern �dge of Facuhy of Scicnce, Howcvcr, no cultural
remttns werc found hcrc.
Thcse results show血 五 dcnsity of paleolihic features or artifacts is not cqual in he wholc
area of Aobayalna campus.  It also becaIInc clear hat he preservation of volcanic ash soll is
diffcrent by tte place.
For preservadon of sitcs and efficient rescarch, it was recognized esscnial to grasp hc
disttbution of sitcs and volcanic ash sOil from he evidence on the surfacc of ground or
outcrops, cOvenng hc 、vhOle arca of Aobayama campus.  So in 1992, the Commission carrled
out a survey of ground surface and outtrops On Aobayalna campus.
Thc dettt1 0f he survey can be suHlmed up as follows.
① Th∝e found no new placc cO正五�ng cultural rcmains.
② Wc can understand he distribudon of volcanic ash soil on he 3rd terace of Aobayama
も
terace.Deposit cOndition of hem is what we recognizcd.
③  h is ccrtain hat here are dis� butions of red soil laycr(stratum 5 and 6)widcly on thc
3コd terace of Acbayama tcrace.
④  Preserv� on of origind topography and v01canic ash soil is bettcr in hc area of Facult/
of Engineettng ttan hc area of Faculty of Science.However,cultural remains were mai=11ン
found in he area of Faculty of Science.  Thcrefore, it seems hat good prcscrvation of volcanic
ash soil not al、vays indicate existence of sites.
Based on hese knowledge,we devidcd he cntire Aobayama campus to 4 areas as follows.
A  Inside of known sitc area.
B The area wherc volcanic ash soil is prescrved,and adioi� ng knOwn site area.
C  The area where volcanic ash soil is preservcd, but not so closc to known sitt area.
D  Thc area where volcanic ash sOil is not preserved.
It is neccssary to cary out excavaion or tmal excavation in A and B area, in case any
change of existing circumstances is planned.





1区 2c層検出状況 (西から) 1区 3層上面ピット検出状況 (北から)
3 1区最終状況 (西 から) 4.1区東壁セクション (西から)
i― 韓
I I
6.1区 ピッ ト1 a半裁状況 (南 から)
1区 ピットlb半裁状況 (西から)
図版 1 仙台城二の丸跡第 13地点 1区遺構
Pl l  Views, features and crOss sections Of Grid l at 因中笙13
セクション (北か ら)
8.1区 ピット2'3(南から)
2区 1号溝 (北から) 2.2区 1号溝掘 り方検出状況 (東から)
3.2区北壁セクション (南から) 4.2区西壁セクション (東から)
5,2区 2号溝内礫検出状況 (東から) 6.2区 2号溝 (東から)
8.調査風景 (南 から)
図版 2 仙台城二の丸跡第 13地点 2区遺構




Pl, 3  ミ慰rious implements fronl いヽア113
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There wcre two glazcd ceranuc― producing centers in Souma doHl五 n.  In Shincha district
situated at south part of sOuma dOnl五 n, Ohbo五 ―souma ware had been made sincc he end of
he 17th century  Thc chief shapes of ohbO五 ―souma warc belonging to he 18血  century wcrc
chcap ttce bo、 vls copied from Seto‐ � no ware, hey wcre distributed over thc 、vide arca of
Tohoku district with Ono― souma 、7are Which werc made in the suburbs Of Nakamura casdc.
It was revcЛ ed hat iing technique of ohbO� ―souma warc was vcry diffcrent from hat of
Seto―Hino ware by investigation of the sttucture of kilns, hc ways Of pllc ceralnics in 五五n3
chambers and kinds of tOols uscd inside hc kllns.  ThOugh therc were many kilns in Souma
domain,hc kiln was a small scale and low prOduci� ty.
It was conttrlned hat kilns had increased and spread after hc faminc occMcd in he latc
18h ccntury in Shincha district by both distribution survey and investigation of ancicnt
documcnts.  The gOvemmcnt of Souma donl五 n dghtencd he proteciOn and administration of
cerarШc producers from hc late 18th century tO the early 19h century.
In he 19th ccntury, t、 vo glazed ceramic― producing ccnters in Souma domain went the
diffcrent way to meet he necds of imes when lifc styles Of cOnsumers diversiicd.Ohbo五 ―
souma 、vare protected by gOvemmcnt began to be exPOrted tO the ccramic market in Edo.
Ono― souma ware wcre dcgeneratcd by ne、 vly―rising center of ceranic_prOduction,  Glazcd
Ceran4CS Called Tatenoshita warc which rootcd upon Souma district began to be produced
instcad of ono― sOuma ware at kilns situated in he suburbs of Nakamura casde.
磁
1 . tよ じど心に





















































葉郷・南標葉郷・山中郷の七郷、計226の 村々から構成 されていた。藩命により安政 4年
























18年 (1590年 )、 相馬
氏は、奥州仕置により、
宇多 。行方・標葉の 3
郡、 4万8700石 (後 に
6万石)を 安堵 され、















Fig. l  Disttibution of sites of kilns belonging to Prelnodern






























地区の北に隣接 し、戦前には瓦職人が多 く見られた。陶器を焼いた窯跡は 3箇所確認できた。
馬場野地区では、陸前浜街道の調査の際に、相馬藩の家老熊川氏の居宅の裏山で窯跡が 1箇所
ュ大沢口窯跡 2金谷台A窯 跡 3金谷台B窯跡 4金谷台C窯跡 5金谷台D窯跡 6金谷台E窯跡 7下 薬師堂A窯跡 8下薬師堂B窯跡 9薬師堂窯跡 10中平横田窯跡
H本町A窯 跡 ュラ本町B窯跡 13本町C窯跡 14本町D窯跡 15本 町E窯跡 16本町F窯跡 17本町G窯跡 18坪 日入幡小学校窯跡 19坪日近藤窯跡 20馬場野窯跡 21回代窯
図 2 福島県相馬市内の近世 。近代窯跡分布




囁 相馬落窯 (田代窯) ●18c代小野相馬系窯 ▲19c初 頭～前葉 (小野相馬系+大堀相馬系)0        1
B19c中 葉 (館 ノ下系)119c中葉 (大堀相馬系)                    ― -3 km
関
表 1 福島県相馬市内の近世















口2-2 柳 響鷲 台
必8 丘
斜 吾中寮監砥開吾ぞ全銚騨 盈争算?馴 N鵜陶器(硫 撃基祀後薬ヽ 曇塁罠冴豪褒景ぁ耳山回丸氏 竹島
金谷台B窯跡
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I=2-つ 1卿藩 ET・PIB 腹面二坦 竹林およ∝畑地 窯本体遺存 悟鉢 小野相馬系灰釉向器(碗 再致里襄質会岳採簗鳥獄寺氏 相兵
図 2-10 1'平 積剛窯跡 ィ鷲習η鞘 56 丘坦
低
平 選筋参残就霊地 索本体遺存嬰愁灰爺喬鰹馬盃5雫探蕎器 隣S鼎命希隻喬詩墓争詈号「瀬戸屋_
1印望鰹 ;115 陵面丘坦 憲勃散昂屋建設時に一部削平 彼愁炭黒喬峰和阿器 19世紀前葉 後仝ぼ完雰氏発見 福岡氏の窯跡と



















口 2-14 螂 糊 擬当B絵 |) Ｌ斜‘北 単林晏祓参騒最峰 束半分青」館ノ下系陶器 乏世紀中棄以今野吏難氏の先狙の窯
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区 2-21 品昇OSピ署絲円宅) 解村与峰下霊書写嘲 資料) 相馬駒焼 ]学紀前半ヽ 晶輔晨二砧|:;: 杢ギ懐紀翌褐95
確認されている (福島県教育委員会1985)。
これら相馬市内に存在する窯跡を、その主要生産器種の種類と組合せによって、A～ Eの 5


































れぞれ 3つの点粒が付 く中央飾 りと、それを左右から挟む 2対の唐草から構成されている。こ
のような文様は「東海式」と呼ばれ、尾張・三河という瓦の大生産地を抱える東海地方の文様










表 2 福島県相馬市内の近世・近代窯の主要生産品 目

























































中平横田窯跡 O ○ ○ ○ ○









































図 4 相馬市小野金谷台 B窯跡採集遺物

























図 6 相馬市小野中平横田窯跡採集遺物 (1)
Fig.6 SMace ands from Nakadaira―Yokota sitt of kiln at Solllma ciけ,Fuku�ima prefectuc(1)
骸




0                     1o
図 7 相馬市小野中平横田窯跡採集遺物 12)










れた灯明皿、さらには館ノ下焼の特徴を有する甕・鉢等 も少量生産されている (図 6・ 7)。
C群は、小野相馬焼のみを生産していたB群 と、館ノ下焼の窯であるD群の両方の様相を部分
的にあわせ持っており、両者をつなぐ過渡的段階と位置づけられる。
図 8 相馬市中村本町 A窯跡採集遺物





































0                   1
卜す~下¬~す~‐―一T―r――J km
図 9 福 島県双葉郡浪江町の近世窯跡 の分布 (18世紀代 の窯跡 のみ )
Fig 9 [)istribution of sites of kilns belonging to the 18th cenhtty at Nanlie to、 、ぬ
,
Fukushirna prefecture
表 3 福島県双葉郡浪江町の近世窯跡一覧 (18世紀代の窯跡のみ )





呪          □ Ⅷ:甥 t
23                 ■～26小九北沢渡辺氏宅窯跡
0                     10
27                      27,28 小丸北沢東窯跡
図10 相馬藩領旧小丸村の窯跡採集遺物 (18世紀代 )
F遺.10 SMace intt bdonging to the 18th cen伍 呼 from sttβ of kihtt at Omaru area,








0                     10
図11 相馬藩領旧大堀村後畑地区の窯跡採集遺物 (18世紀代 )
Fig ll  Su・face finds belonging to the 18h centuv from sites of kilns at






中する。現在も窯元が二十数軒あり、大堀相馬焼の里として有名である。明治 3年 (1870年 )
の人別改帳では、全戸数62戸 (476人)中、瀬戸方に属するもの34戸 (271人)と ある (福島県
前掲)。 宅地化が著 しい上、明治以降も現在に到るまで窯業生産が継続 しているため、小丸、
図12 相馬藩領旧大堀村漆畑地区の窯跡採集遺物 (18世紀代 )
Flg 12 Strface intt belonglng to the 18th cenm from sites of killぉ at









1～ 9 井手 西原 半谷一郎氏宅窯跡
井手 西原 末永喜男氏宅窯跡






















26～ 30井手 下原 半谷正辰氏宅窯跡
31～ 35井手 下原 松本弘氏宅窯跡
図13 相馬藩領旧井手村の窯跡採集遺物 (18世紀～19世紀前葉 )
Fig.13 Surface inds belonging to the 18th centurb/the early 19h cendry from sttes Of















陶土産出地が存在する。明治 3年 (1870年 )の人別改帳では、全戸数50戸 (356人)中、瀬戸




が大半を占めるが、今回は18世紀代のものを中心に紹介する (図 13)。 生産器種は、旧大堀村
図14 相馬藩領旧井手村高倉地区荒木氏宅窯跡採集遺物 (19世紀初頭～前葉 )
Flg。 14 &�ace Antt bdonging to he early 19血 cela樋呼 from Araki sitt of kiln at
lde‐ Takakばa area,Namie to、wttn, Fuktthilna prefecttre
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8,10,12 江川鉄山遺跡 (1740年 ～1752年の13年間操業)
9,18 中平遺跡 5号墓 (9の 高台内に F瀬戸系譜』十五人衆の「彦之丞」刻名)












14～ 18,20～ 24,26～ 32,34,35 仙台城二の九跡第9地点16号土坑































































Flg.15 Chronological sequeIIce of Ohbo� ‐sotmla ware
73ハΨ74






























































大 堀 相 馬 系 陶 器

























日縁部が玉縁状に肥厚するもの (A類 )、 日縁部直下に稜線を持ち、日縁部に灰釉が上掛けさ













0                  10
1-Cm
図17 福島県相馬郡新地町十二所A遺跡出土の小野相馬焼 (2～ 8,11～ 18は飯村1984原 図に加筆)












概要が判る (図 18・ 19、 表 4)。 これらはい
ずれも連房式登窯であり、焼成時に炎が通炎
孔を通り横に走る「横狭間」の構造を持つと
いう共通点が見 られる (田 代窯については
「斜狭間」に近い可能性もある)。 天丼部の残
る田代窯、本町C窯では、かまぼこ型の天丼が確認できる。焚口および燃焼室の構造の判る長
井屋窯跡の場合、焚回は幅約35cm、 奥行約30cmあ り、そこから急に開き、三角形の燃焼室 (胴
木間)に なる。いずれも窯尻に「捨間」と呼ばれる部屋が付き、この部分では通常、製品の焼











窯では、唐津系に属する最古段階の元屋敷窯とその系譜を引 く清安寺窯 (横狭間)、 定林寺東
窯 。大川東 3号窯 (斜め狭間)等の少数の例を除き、縦狭間構造が一般的である。瀬戸・美濃
地方の連房式登窯の焼成室の間数は12室から24室程度のものが一般的であり (安藤勝昭1981・
表 4 相馬陶器 生産窯 の構造 と規模
Tab.4  List sho郡 ァing the structば e and scale
of kilns of Souma 、、ね匡e
窯    客 田  代  窯 長 井 屋 窯 山  神  窯 本 町 C 窯
採 来 年
“
17C前 ～現在 18C～ 明治初 19C初 ～前栞 明26～ 昭22頃
製     編 相馬駒焼 大堀相馬焼 大堀相馬焼 籠ノ下焼
窯 の 型 式 連房式登窯 連房式登窯 連房式登蕉 連房式登窯
狭 FHI Fle造 貨狭間 ? 積狭間 横狭間 横狭間
傾 斜  角 H度～15度 18度 ～15度 15反





























図18 福島県相馬市中村田町相馬駒焼田代窯現況 (飯淵康一他1991原 図に加筆 )








図19 福島県双葉郡浪江町大堀漆畑長井屋窯跡 (大竹憲治他1989よ り)























































特権を維持 しようとする動きがみられる (篠宮雄二1996)。 後述するように、天明の飢饉以後、
18世紀末葉から19世紀初頭にかけて、相馬藩における陶業従事者は急増しており、瀬戸・美濃
表 5 相馬藩領旧大堀村漆畑在住山田家 (山 田秀安氏宅窯の窯株主)の持高の変化
Tab 5  Tlle tlansition of income from rice ields ofthe Yamada family M/ho were s・ Fl王笏αたコand
mastet of a kiln
年   代 被給付者名 大 堀 村 小 野 田 村 日 尻 村 加 倉 村 新 日 本] 合   計 出 血
＾
を文3年 (1663) コ日嘉兵衛 3石7斗6合 6う 3石 4斗 6升9^ 1斗 9升 2合 3斗 1升 2合81 1石 5斗7升9ム 9石2斗4升 3合21 知行害」書出 (山口家文書 )
寛文11年 (16‐ 1) 凸田嘉兵衛 +3斗 3升6合 6勺 ■1石 9斗 S升8合 5勺 11石 5斗6升B合 3● 知行割切次 (山 田家文書 )
廷宝 5年 (1677) 迪日権兵衛 1石 4斗7升8合4勺 13石  4升6合71 知行割切次 (山 国家文書 )
天和 3年 (1683) 迪日権兵衛 46斗 8オ 2合 i3石 7斗2升 8合7た 知行割切 (4円家文書 )
安永 6年 (177,) コ田卯右衛肘 14石 奥相志」(fオ H馬市史41)
文久 9年 (1863) コ日卯右衛
「
14石 「貨冊」(「浪江町誌1)












寛政 9年 (1797年)よ りは新しく、瀬戸役所が開設された文化元年 (1804年)よ りは古いと考
えられる。本文書は、18世紀代の大堀相馬焼の生産と流通の実態を知る上で重要であり、発見
者の山田秀安氏の御厚意で今回取 り上げることができた。以下、その内容を年代順に示す。
・ [安永二年 (1773年)か ら]、 寛政三年 (1791年 )ま での18年間、大堀相馬焼は相馬藩んヾ
一括 して買い上げ、販売することになっていた。
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付表 窯跡採集遺物観察表(1)
Attached tab Notes on surface inds at kilns(1)






猶馬市坪H大沢口宴跡 Ⅲ型え碗 戻釉 (浜青緑灰白色) 普 通
網馬市坪田大沢口窯跡 片口鉢 天釉 (淡言緑灰白色)貫入顕著 狙 内面に円形の目跡 3箇 所
佃馬市坪口大沢口年跡 括卦 狙 素焼 き段階 ? 底部回転系剪
素焼き段佑? 底部回転糸切
瓢a-5 増馬市坪旧大沢口窯跡 糧外 素焼き段階 ? 底部回章糸切
相馬市坪田大沢口黎跡 干平五 瓦当文様 1東海式J?
」馬市坪劇大沢口窯跡 千平瓦 瓦当文様「東海式」 信島県文化センター保管
相馬市坪田大沢コ窯跡 寮道具 (焼台 ) 普通 直径 17 0cm
相馬市坪日大沢口窯跡 窯道具 (焼台 ) 粗 最大径B5cm 高さ11 9cm
図 4-1 灰釉 鉄 青灰白色) ややTE 見込蛇の目釉剥ざ 香炉熔着
灰 TA(淡縁灰色)組貫入頸者
lH岳 市月ヽ野金谷合B索財 見込押Fp文 (六曜文 ?) やや期 素焼き段階
れ馬市小II金谷台B窯跡 折霰輪イと大鉢 疋釉 (淡青灰白色 半夫透 ) 粗 見込蛇の目釉71ぎ
相馬市小町金谷合B窯跡 折縁大皿 庶釉 (淡青灰白色 半夫透 ) 粗 見込蛇の目釉剥ぎ部分に目跡 焼成不員
え釉 (淡 青仄 自色 半失透 )
四 4-ワ lH馬 市小野金谷台B窯跡 輪イと皿 疋れ (淡青灰白色 夫透)
口 4-8 相馬市河ヽ野金谷台B窯跡 折縁大Dl えIn(淡青灰白色 半夫透) 粗 見込蛇の目釉剥ぎ
相馬市小野金谷台B窯跡 疋和 (茨青灰白色 夫透 )
ITH馬 市小III金 谷台B窯跡 戻和 (浜 青灰白色 )
lH馬 市小tI金 谷合B案跡 束釉 (茨青灰白色) ややII 内面ロクロロ顕著
ll局 市小野金谷台B窯跡 ム飯器 灰IA(淡青灰白色 半夫透) やや粗
和馬市小Tl金谷台B窯跡 灰釉 (決緑灰色)貫入顕著 やや粗 頻部に陶片F4着
普通 索焼 き段 階 底部回転糸切
欄F.■小町金谷台B窯跡 tB明皿 えIl(暗緑褐色)重ね推卜け 鉄和 (暗赤褐色) 粗 質部回転糸切 底部にも鉄釉施釉
相馬市小BI金 谷台B窯跡 悟鉢 口縁吉阪 /m(暗緑褐色)掛け分け 鉄釉 (に ぷい茶褐色) 粗
‖局市小野釜谷台B宝切 組 素焼き段階
口縁部灰釉 (暗綜掲色)掛け分 け 鉄洵0(にぶい茶褐色 )
相馬I小野金谷台B察切 窯道具 (焼台) 期 税大径6 1cm 高さ16 2cm
相馬市小旺金谷台B窯財 窯遭兵 (焼台 ) 組 最大径10 1cm lF面 に刻印
絹烏市小野金谷合A窯切 中型硫 RTh(淡 青灰白色 夫透) 密 貫入顕著 内面フリモノ多叛付着
疋釉 (浜言仄 自色 失澄 ) 貫入あ り
口 S-3 相馬市河ヽ野金谷台A窯的 中皿 えlh(淡青緑灰色) 見込蛇の目釉黒1ぎ
相ヽ市小野金谷台A宰働 11皿 庶和 (淡青緑灰色) 見込蛇の目和到ぎ 同様の小皿を重ね焼き
相馬市小TI金谷台A窯跡 灯明皿 灰釉 (暗緑黒褐色)重ね推H, 鉄釉 粗 底部回重糸切 底部にも鉄釉施釉
灯明皿 仄釉 (暗 緑褐色)重ね警Hナ ボい茶褐色 )
IH馬 市小野金谷台A窯跡 祈縁臨北大皿 内面灰釉 (暗緑黒褐色)流 し掛け 淡言仄白色 半夫透) 粗 見込蛇の目釉剥ぎ 焼成不貫 外面釉縮タ
相馬市小野全谷台A窯跡 春炉 or火入 え釉 淡青緑灰色 半夫透)
lH馬 市小野金谷合A索跡 春炉 or火入 淡青緑灰色)貫入顕著 日緑吉[直下外面に釉溜まり
相馬市小ql金谷台 A密 跡 疋和 (淡緑灰 白色 矢透 ) 買入顕者 内面 目跡あ り
相馬司,小野金谷台A窯跡 不 明 戻釉 (暗緑黒褐色) 底部付近は無釉でヘラ肖Jり
相馬市小野金谷台A窯跡 粗 素焼き段階
口馬市小野金谷台A窯跡
日馬市河ヽ野金谷台A窯跡 括 鉢 コ縁吉[灰釉 (暗緑褐色)掛け分け 鉄釉 (に ぶい茶掲色 )
ヨ馬市小町金谷台A窯跡 括 鉢 素焼 き段階 底部回転糸切
ヨ馬市小財金谷台A密跡 窯遭兵 (焼台) 最大径,9cm 高さЮ 9cm
最大径68卸
IIl膨 市小野金谷台AttV 窯道具(焼台)
佃馬市小野金谷台AttBI 窯道具(焼台) 粗 最大径117師
相馬市小野金谷台A窯財 窯道具 (焼台) 粗 直径6 0cII高 さ1 6cm平坦面に製品を置く
夫堀相馬18C後 ～19C前  内面ロクロロ顕著
相局市小野金谷台A窯跡 磁器楽Il小 皿 呉須絵文様不明 普 通 旧前18C後半
ll局 市小野中平積日々跡 中型碗 灰釉 (灰 白色 矢透) やや組 え成不良
相馬市小野中平積田索跡 仏飯器 灰釉 (淡青灰白色 半失透) lH ミ部回転系切 貫入あり
柑馬市小野中平税口窯跡 折縁大斜 灰Ifh(淡 青灰白色 キ矢透) 見込蛇の国釉副ぎ 内面に禾目状斑文
相馬市小野中辛積日窯跡 中型先碗 鉄IA(暗緑褐色)流 しIFけ 灰釉 (緑灰色)細貫入顕著 やや密 勺面 ロクロ 自顕著
図 6-S 相馬市小野中平績劇窯跡 中型丸碗 烹和 淡黄灰白色)細貫入顕著 やや宅 釉薬薄い
相馬市小III中 平積H窯跡 小型丸碗 鉄絵 (淡黒灰色)家紋骸らし 庶釉 淡黄灰白色)細質入顕著 普通
相馬市小8T中 平檀 旧察跡 鉄絵 (1旨緑褐t)吉 J菊 花 に流水文 淡緑灰色)組買入顕者
オH馬 市小野
“
平救田黛跡 給イヒ小皿 疋釉 (淡緑灰色)細質入顕著 普通
図 6-9 相馬市小野中平旗田窯跡 青釉流し掛け え釉 (淡青灰白色 夫透 ) 釉薬厚い 貫入あり
図 6-10 細馬市小野中平積田窯II 戻釉 (淡緑灰色)細貫入顕著 やや奮 内面目跡あり 内面立ち上がりに 1条 tt稲
相馬市小野中平横FB案跡 鉄絵 (暗 緑褐色)菊花枚文 貢釉 (淡縁灰色)細貫入顕者
図 6-12 lH馬 市小野中平横田窯跡 呉須 鉄 (暗緑禍色)絵山水文 束釉 (茨綜灰色)細貫入顕著 やや奮 内面目跡あり 内面立ち上がりに 1条 た線
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文   様   等 薬 胎  土
鉄絵 (暗緑灰色)草花文 え釉 (浚緑灰色)細責入顕著 やや密
日馬市小野中平桜日窯跡 大皿 鉄絵菊イヒ文 仄釉 焼成不良 境 け歪み
日馬市小研中平横団窯跡 大皿 祭密 (暗緑掲色)梅花技文 灰釉 (決緑灰色) 細資入顕著 やや密 内面目跡あり
相馬市小野中平横田窯跡 鉄絵 (暗緑掲色)梅花旗文 灰釉 (淡緑灰色)細貫入顕著 やや密 阿種の大皿が 2枚熔着
相馬市小野中平横田窯跡 幾省 (暗綜灰色)文様小明 灰釉 (淡緑灰色)細 貫入露著 内面 目跡 あ り
相馬市小野Ⅲ平積回窯跡 小鉢 灰rn(淡緑仄色)貴入顕著
平積団窯跡 灯明皿 ややIH 素焼き段階 底吉卜回転系切
相馬市小野中平積日窯跡 灯明皿 やや粗 素焼き段階 底著[回転系切
相馬市小野中平積田窯跡 鉄釉 0き緑褐色)
相馬市小野中平救日窯跡 土な (蓋 ) 素焼き段階 外面ヘラ削 り痕跡明瞭
相馬市小野中平積口窯跡 土瓶 鉄釉 (暗緑褐色) やや粗 茶旋 じ穴 1 体部下キ無釉
相馬市小野中平殺口窯跡 4ヽ
=? 映絵 (暗緑褐色)流 し子出) 灰 4n (淡緑灰自色)細貫入顕著 やや密 体音ヽ上半に小孔 4箇所
相馬市小野中平積回窯跡 鉄釉 (暗緑掲色) 狙
相馬市小野中平積回窯跡 鉄釉 (暗緑褐色)
相馬市小野中平殺日窯跡 播鉢 やや・IE 茉焼き段階 外面ロクロロ顕著
相馬市小野中平殺日窯跡 掻鉢 コ伝部灰釉 (暗緑灰色)流 し掛け 鉄TH(茶 掲色 ) 粗 焼成貿好 内面底部 S箇所に団子状の目
相月,市小野中平横口窯跡 大 発 庶和 (緑灰色)流 し推出) 鉄Th(暗赤掲色) 粗
相馬市小野中平積日窯跡 窯遭具 (匡蓋) 直径148釦  高さ1 8cm 底部回転糸切
相馬市小野中平積口窯跡 窯道具 (焼台) 粗 最大径7 8cw 高さlS 9cn
オH馬 市小野中平積日寮跡 窯道具 (暁台) 組 最大径22 2cm 高さ145cm ELと して使用?
相馬市小野中平積回窯跡 窯遭具 (焼 台 ) 粗 最大径 17 5cn 高 さ213師  匡 として使用 ?
図 相馬市本町A窯跡 中型丸碗 灰IIH(淡 帝灰白色 失透 ) 内外面に未目状の斑文
図 lH馬 市本町A窯跡 中型丸碗 灰納 (淡仄白色 失透 ) やや組 質入あ り
相馬市本町A窯跡 灰釉 (淡青灰白色 失透 ) 普通 見込蛇の目釉tFlざ 貫入あり
図 相馬市本町A窯跡 灰釉 (淡青仄白色 失透 ) 普通
図 相馬市本町A窯跡 仏飯器 灰釉 (淡青灰白色 失透 ) 貫入顕者 内面に未日状のJlr文
相馬市本町A窯跡 壷 灰釉 (淡青仄白色 半失透 ) 普通 脳み部分の内面I和
相馬市本町A窯跡 中型腰JiF碗 薙会 (黒色)崚率文 ? 灰和 (淡緑灰白色)細貫入臣著 やや密 内両目跡あり
図 相馬市本町A窯跡 肇須 鉄 (早 色)絵植物文 灰釉 (淡緑灰白色)貫入賑著
図 れ馬市本町A窯跡 折縁輪イヒ中m ミ須 箕 (旱色)給菊花枝文 透かしIt 灰In(淡黄灰白色)細貫入顕著 稿台内施釉
網馬市本町A窯跡 黒須 鉄 (黒色)絵―屋山水文 灰In(淡女仄白色)細貫入顕著 普 通 勺面目跡あり
相馬市本町A窯跡 ミ須 鉄 (早 色)絵山水文 灰Th(淡黄灰白色,細貫入顕考 勺面目跡 3箇 所
図 相馬市本旺A窯跡 ミ須 鉄 (早 色)絵山水文 灰釉 (決黄灰白色)細貫入顕者 普 通
図 相馬市本町A窯跡 崇須 鉄 (黒 色)絵文様不明 灰釉 (淡黄灰白色)貫入顕者
網馬市本ltrA窯 跡 花生of筆 筒 ? 鉄釉 (早 色) 普通 美部静止糸切 底部のみ算X西
図 相馬市本町A窯 跡 土瓶 ?(蓋 ) 普通 素焼き段階
図 相局市本町A窯跡 窯道具 (匡鉢 ) 粗
旧馬市本 IrA窯跡 窯道具 (匡鉢)
網馬市本町A窯跡 東道具 (焼台) 粗 最大径9 5cm 高さ1つ 7cm
浪江Hl小 九下平商案跡 見込押印文 (菊花に流永 ) 灰和 (決緑灰 白色 ) 密 え茂不良 窯■ズ害」れ 小丸省也氏所蔵
浪江mr小 丸下平商窯跡 見込押印文 (菊 花に流水 ) 素焼 き段 階 小丸哲也氏所蔵
濃江町小丸下平商窯跡 見込押印文 (菊花に流水) 素焼き段階 小丸哲也氏所蔵
浪江旺小丸下平商窯跡 灰釉 (淡綜灰色)貫入顕者 やや宿 勺面に高台熔着痕跡あり 山田秀安氏所蔵
浪江町小丸下平市窯跡 灰和 (淡青灰白色) 粗 光成不良 釉の縮みあり 小丸哲也氏所蔵
浪江町小丸下平実跡 中型丸碗 灰In(淡緑灰色)
浪江町小丸下平窯跡 灰rl(淡緑灰色)貫入顕者 小丸哲也氏所茂
漬江肛小丸下平窯防 中箋 灰In(淡青灰白色 ) 粗 小丸哲也氏所茂
浪江町小丸下平窯跡 見込押E「文 (木瓜に花 ) 灰釉 (淡緑灰色)貫入顕著 密 小丸哲也氏所茂
浪江 町小丸下平窯跡 灰Il(淡 青灰白色 ) 狙 勺面に回子状の目Il者 小丸哲也氏所蔵
漁江町小丸北沢渡辺窯跡 中型九碗 共和 (暗緑掲色)流 し子H) 灰In(淡緑灰白色)貫入顕著 司在の九碗熔希 焼成不良 山田秀安氏所蔵
コ10-12 浪江町小丸北沢渡辺窯勘 中型丸碗 密 素焼き段階
浪江町小丸北沢渡辺窯勘 中型丸碗 灰釉 (決線灰色)貫入顕著 何種の九碗熔着
浪江IIr小 九北沢渡辺窯跡 中型丸碗 灰釉 (淡緑灰色)R入 顕著
浪江町小九北沢渡辺窯跡 中型腰折碗 灰釉 (緑灰色) 番
濃江町小九北沢渡辺窯跡 中型丸碗 妥部刻線文 F 素焼き段階
浪江町小九北沢渡辺筆跡 中型丸碗 淡緑灰色)貫入顕著
浪江町小丸北沢渡辺窯跡 灰釉 淡緑灰色)貫入顕著
浪江呵刑ヽ九北沢渡辺窯跡 小型丸碗 灰好ぬ 淡総灰白色) 驚 回縁歪み顔著 山田秀安氏所蔵
浪江町小丸北沢渡辺窯跡 小 不 淡綜灰色 貫入顕著 4 勺外面にフリモノ多数付着
浪江町小丸北沢渡辺窯跡 小ネ 灰釉 (淡縁灰色 貫入顕著 対面 1こ フ リモ ノ多数付者
淀江旺小丸北沢渡辺窯跡 仏飯器 ? 灰rl(淡緑灰色 貫入顕著 対外面にフリモノ多数付着
コIO-23 浪江 Irl小 丸北沢渡辺窯.● l 垢縁輪花中コ 灰 Il(淡緑灰色 貫入販著 彦
浪江町小九北沢渡辺窯跡 灯明皿 鉄焔t(暗赤褐色 密 底部回転糸切 全面施釉後底部釉拭き取 り
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登録番号 採 集 地 点 器  種 唯
働 (cm) (cm)
糾 術 考
良江町」ヽ九北沢渡辺窯跡 k和 (淡緑灰 白色)貫入顕者 密 餞部回転糸切 焼成不良
良江町小九北沢渡辺窯財 幅鉢 映和 (茶掲色 ) やや粗
良江町小丸北沢東密跡 ■型九碗 天和 (淡緑灰色)貫入顕著 Ⅲ田秀安氏所蔵
良江町小丸Hヒ 沢来窯跡 て釉 (青灰色) 勺面に団子状の日付着 山田秀安氏所蔵
大堀半谷不J辰氏宅窯跡 小型丸碗 天In(淡緑灰色) やや密
大堀半谷不J辰氏宅窯跡 小型腰折碗 て和 (淡緑灰色)貫入顕者 密 欝台内に日形のライ
大規キ谷不J辰氏宅窯跡 中型九晩 賽善卜刻線文 灰釉 (浜緑灰 色 ) 火和 (茶掲色 ) 苓台内に二重の円形のライン 高台内工激
大堀キ谷不J反氏宅窯跡 1皿 見込押印文 (七曜文) え和 (決青灰白色)貴入顕著 尭成不良 窯キズによる割れあり
大堀キ谷不J辰氏宅窯跡 春炉 of火入 反釉 (淡縁灰色)費入顕著 密 勺面見込部分に重ね焼きした製品の痕跡
コ11-6 大堀キ谷不〕辰氏宅窯跡 仏飯器 (和 骸 緑灰色)貫入顕著
大堀キ谷利辰氏宅窯跡
素焼 き段階
(堀 半谷利展氏宅窯跡 艦鉢 コ伝部鉄釉重オa掛け 咲釉 期 尭成不長
大規半谷利反氏宅窯跡 艦鉢 普通 索焼き段階
大堀山田勝重氏宅窯跡 天釉 (緑灰色)貴入顕著 勺面にII溜 まり 山田秀安氏所激
大掘山田勝重氏宅窯al 1型 丸碗 仄釉 (明緑色)負入顔著 体部下半ロクロロ顕著 山田秀安氏所蔵
大冗山田4/D重 氏宅窯跡 小型丸碗 灰和 (原灰色)貫入脈著 宅 Ⅲln秀安氏所蔵
た電山田勝重氏宅窯跡 小型腰折碗 灰釉 (浜縁仄白色 ) 密 た成不i 察■ズ苔↓れ 山口秀安氏所茂
大狙山田勝重氏宅窯跡 要部刻線文灰Th(緑 色)llHナ 分け 鉄釉 (暗赤褐色) 匈外面フリモノ刊着 山田秀安氏所蔵
大燿 山田勝重氏宅窯跡 灰XH(決青緑灰色)貫入顕著 LB秀安氏所茂
大堀山日勝重氏宅守跡 F4R輪花小lD 見込押白〕文 (七曜文) 灰II(茨 青灰白色) やや密 長橋明孝氏所茂
大堀山田勝重氏宅守財 折縁輪花中皿 見込押印文 (七 曜文) 灰釉 (深緑灰色)貫入頸著 や奮 長橋明孝氏所蔵
大堀山田勝互氏宅蒙跡 灰礼 (線灰色)責入顕著 H田秀安氏所蔵
大堀山田勝重氏宅窯跡 仏飯器 灰刑 (緑灰色)賀入顕著 睫部回転糸切 山口秀安氏所蔵
大堀山田勝重氏宅窯跡 仏花瓶 灰II(緑灰色)買入顕著 宿 蜘Ы秀安氏所蔵
大堀旧小II団氏宅窯Vl Ⅲ型丸碗 灰fl(淡緑灰色)貫入顕著 宅 面ヽフリモノ多数付者 山田秀安氏所蔵
大堀 口小II日氏宅窯跡 灰釉 (淡緑灰色)貫入顕著 白田秀安氏所蔵
大堀旧小野田氏宅窯跡 小型丸続 鉄れt(暗黄褐色)流 しllμ ) 灰Il(淡緑灰色)賞入顕著 角田秀安氏所蔵
大堀旧小野田氏宅窯跡 鉄Il(暗赤褐色 ) やや奮 全面施釉後嵐釉猟き取 り 山田秀安角所泉
大児山罰秀安氏宅窯財 Ⅲ型丸碗 灰rl(緑 灰色)資入顕著 窃 発部窯キズ割れ 山H秀安氏所蔵
大死山団秀安氏宅窯跡 灰釉 (淡緑灰色)細貫入顕著
大冗山団秀安氏宅窯跡 Ⅲ型丸碗 灰釉 (淡緑灰色)貫入顕著 荘台熔着 フリモノ付着 山田秀安氏所Fit
大堀山m秀安氏宅窯跡 ,型丸抗 内面鉄Ih(茶褐色)掛け分け 外面灰和 (決縁灰色)貫入顕老 宿
大狙山田秀安氏宅窯71 卜型丸碗 鉄釉 (緑褐色)流 し子卜け 灰和 (淡緑仄色)貫入願者 雀
大堀山田秀安氏宅窯P4 灰釉 (緑仄色)R入顕著
大堀山E秀安氏宅察跡 ,型腰折碗 灰釉 (緑灰色)Fl入顕著 山田秀安氏所武
大狙山田秀安氏宅窯Fjl ,型腰折碗 灰釉 (決縁灰色)貫入顕著 密 焼成時の火膨れあり 山田秀安氏所蔵
大堀山日秀安氏宅筆跡 Ⅲ型腰折硫 灰和 (浜黄灰色)資入頭著 Tr 底吉[宰キズ善Jれ 山田秀安氏所蔵
日 12-10 大II山 田秀安氏宅窯跡 灰In(緑灰色)買入顕著 例面に溶着痕あり 山田秀安氏所蔵
図 12-1 大掘山口秀安氏宅窯跡 ,型売碗 腰者F刻線文 灰釉掛け分け 装袖 (泰掲色) 底部案キズ苦Jれ 山田秀安氏所蔵
大掘山日秀安氏宅窯跡 Ⅲ型九碗 腰都刻線文 灰釉掛け分け 錠袖 (茶協色) 密
大掘山隠秀安氏宅窯財 Ⅲ型九碗 腰部亥I級文 灰釉士H)分け 鉄和I(茶褐色 ) 密 底部黎キズ著Jれ 山田秀安氏所蔵
大猟山田秀安氏宅察跡 中型何型碗 腰部亥1線文 灰釉■|け分け 鉄il(暗 赤棚色) 外面に別個体/4‐者 山日秀安氏所蔵
大掘山田秀安氏宅窯跡 中型簡型碗 腰部刻線文 灰 II警出)分け 鉄釉 (茶褐色)
図 12-16 大堀山田秀安氏宅窯跡 大型平九碗 腰部刻線文 灰釉掛け分け 鉄れ,(茶材色) 密 底部窯キズ苦Jれ 山田秀安氏所蔵
大堀山田秀安氏宅筆跡 仏飯器 灰和 (緑灰色)貰入顕君 密 底部口は糸切後軽 くナデ 山日秀安氏所濯
図 12-19 大堀山日秀安氏宅寮跡 天釉 (淡緑灰色)貫入顕著 内面フリモノ付着 山田秀安氏所蔵
図 12-19 大堀漆畑旧渡辺氏宅窯跡 中型丸碗 天χ由(淡緑灰色)細貫入顕著 戊部窯キズ書Jれ  故山田広秀氏所蔵
図 12-20 大堀漆畑1口 渡辺氏宅窯跡 中型九碗 天刑 (浚緑灰色)貫入顕著 密 体部下半窯キズ創れ 故山田広秀氏所蔵
大児・・加旧渡辺氏宅窯跡 中型九碗 府r(淡青緑灰色)貴入顔著 普通 故山田広秀氏所蔵
大堀藤加旧渡辺氏宅窯跡 中型九碗 口縁判
'鉄
rl(暗赤褐色)と Hナ分け 束釉 (淡緑灰色)貫入顕著 br山 田広秀氏所茂
図 ]2-23 大堀漆畑旧渡辺氏宅窯跡 小型丸碗 疋釉 (淡緑灰色)細貫入顕著 焼成不良 フリモノ付着 故山田広秀角折膚
図こ2-И 大jII漆畑旧波辺氏宅窯跡 小型腰折税 鉄釉 (暗緑褐色)流 し掛け え釉 (淡言緑灰色 半夫透) 密 貫入顕者 フリモノ付着 故山田広秀角折膚
図 12-25 大堀山田一郎氏宅窯跡 見込押印文 (七曜文) 尺和 (淡緑仄色)負入顕著 �山田広秀氏所蔵
図 12-26 大堀山田一郎氏宅窯跡 天/1(淡緑灰色)貴入Fll著 見込蛇の目In剥 ぎ 故山田広秀氏所蔵
図13-1 井手半谷一郎氏宅宰跡
“
型九碗 尺釉 鉄 線仄色)貴入顕著 やや密 同社 2個体/4・若 志資顕寵氏所蔵
図13-2 井手半谷一郎氏宅窯跡 Ⅲ型九碗 (深綴灰色)員入顕著 密 同純 2個 lArh.着  志資顕寵氏所蔵
図19-3 キ手半谷一郎氏宅窯PI 中型膠張碗 鶉倭 (黒色)植物文 えれ
'(淡
黄灰色)細貰入顕著 志安顕血氏所蔵
図 19- 井手半谷―AF氏 宅窯Pl 猪 El えII(淡 黄灰色)細貫入顕著 内面に別個体破局給者 志賀顕龍氏所蔵
図13-5 井手辛谷―郎氏宅窯跡
“
型腰折碗 束Ih (淡線灰色)貫入顕著 やや密 外面十分と内面焼成不良 志賀顔龍氏所膚
井手半谷―郎氏宅索跡 中型宙型碗 鉄釉 (黄掲色)流 しlIIけ 疋In(淡 青灰色)貫入顕著 やや密 志賀顕龍氏所蔵
l・R13- 井手キ谷―郎氏宅窯跡 寇込押F,文 (七 曜文) 素焼 き段階 志賀顕龍氏所蔵
図13-3 井手+谷―郎氏宅窯跡 折縁4HA北 小 ml 見込押F,文 (七曜文 ) 辰yn(淡緑灰色)貫入顕著 内面焼成不良 志賀顔龍氏所蔵
図13-9 井手半谷―郎氏宅索跡 折縁輪イと小皿 見込押F,文 (七曜文) 庶和 (淡青緑灰色)貫入顕著 密 志賀顔龍氏所蔵
井手末永喜男氏宅窯跡 中型丸碗 庶和 (決緑灰色)貫入顕著 密 同I12個 体熔者 志賀顕血氏所蔵
詢
付表 窯跡採集遺物観察表 14)
Attached tab Notes on suttace inds at kihs(4)







様 釉 台 ■
剰13-■ 井手末永喜男氏宅窯勧 小型腰折碗 灰粕0(浜緑灰色)細賞入頸著 附 司れの腰折抗 2個熔着 志賀販範氏所蔵
井手宇佐見羨則氏宅窯Ft 折縁輪北小皿 見込押 印文 (七 曜文 ) 灰II(淡緑灰色)賞入顕著 司種の折縁皿 2個熔着 志賀顕範氏汗蔵




コ13-lS キ手渡辺宏氏宅窯跡 Ⅲ型売硫 鉄rl(暗 赤褐色) 奮
国 ,3-1( 井手渡辺宏氏宅窯跡 Ⅲ型丸範 要部刻線文灰釉 (Ik白 )掛け分け 鉄II(暗 赤褐色)
図 13-1, ,型平杉碗 夫fI(暗 黄翻色)流 し掛け 吹仙 (淡黄灰白色)
井手渡辺宏氏宅窯跡 夫絵 (雫色)草文 ? 密 内面焼成不良
図 13-19 井手渡辺宏氏宅窯跡 小ヨJ片 回碗 奮 焼成不良
井手渡辺宏氏宅窯跡 疋釉 (淡緑灰色)資入顕著 内両立ち上がり1こ 1条 洸線
井手渡辺宏氏宅窯跡 疋釉 (淡緑灰色 ) 内面 にフリモ ノ多数付者
井手渡辺宏氏宅窯跡 折縁輸花小皿 見込押印文 (七曜文 ) 焼成不良 故」i nI広 秀氏所蔵
判j3-23 井手渡辺宏氏宅窯跡 小 皿 僚絵 (黒色)山水文 天In(淡 緑灰白色)細 ■人顕者 密 内面日跡 3簡 所
井手渡辺宏氏宅窯跡 戻租 (淡緑灰色)質入顕著
井手渡辺宏氏宅窯跡 天釉 (淡帝灰色)貫入顕著
炸手キ谷正辰氏宅窯跡 中型丸碗 灰rn(決言緑灰色)貫入緊著 普通 焼成やや樹い
炸手半谷正辰氏宅窯跡 中型丸碗 灰釉 (淡緑灰色)貫入顕著 や密
判19-2〔 手手半谷正辰氏宅窯跡 大型丸碗 隈部亥1線文 灰釉警‖ナ分け 鉄和 (茶 褐色) 灰和 (決緑灰色)
コ13-2` +手半谷正辰氏宅窯跡 え和 (決緑灰色)lllけ 分け 鉄釉 (晴赤褐色)
キ手半谷正辰氏宅窯跡 灰ru(淡緑灰色) やや密 内面にフリモノrJ者
判13-31 井手松本弘氏宅窯跡 中型丸碗 灰釉 (淡緑灰色)■ Hす分け 鉄釉 (明茶褐色) ″
井手松本弘氏宅窯跡 中型丸碗 瞬ifl刻 線文 灰釉llけ 分け 鉄れ1(暗赤褐色) えIt(淡緑反色)R入顕芽
牛手松本弘氏宅窯跡 小型九範 鉄釉 (黒 色)流 し掛け 灰れI嵌帝緑灰色)質入顕著
咋手松本弘氏宅窯跡 灰和H鉄 緑灰色)貫入顕著 ″ 勺面立らとがりに 1条 lL線
剰19-35 非手松本弘氏宅窯跡 灰釉 (淡緑灰色)細貰入顕著 ″
井手荒木伸大氏宅窯跡 中型丸碗 灰釉 (淡緑灰色)貫入顕者 密
井手荒木伸六氏宅窯跡
“
型腰折晩 素班 き段 階
井手荒木伸大氏宅窯跡 Ⅲ型丸流 腰密卜刻線文 灰和掛け分け 炊利 印IE・ 赤褐色 ) 宿 庶In鉄緑灰白色 半夫透 貴入顕r)
井手荒木伸六氏宅窯跡 Ⅲ型丸碗 腰那刻線文 灰釉掛け分け 鉄In(暗 赤協色) 花 庶仙 鉄 緑灰山色) 内面に同種の五熔尭
井手荒木伸六氏宅窯跡 鉄釉 (暗女棚色)流 し掛け 灰和 (淡灰白色)組買入頸者
井手荒木仲大氏宅窯跡 卜型腰張碗 淡緑灰色)
井手荒木伸大氏宅窯跡 1ヽ 型腰張碗 ド地鉄れ,IB4き 落とし井術文 淡irR灰 自色)半矢透 奮 貨入漿著
井手荒木伸六氏宅窯跡 卜型腰張碗 淡緑灰色)細貴入酸著 硲 jt成不良
井手荒木伸六氏宅窯跡 卜型腰張碗 鉄絵 (晴緑褐色)羊イと文 ? え釉 淡緑灰色)剖 ]責入顕士 側面に同種の碗r● 者
^型
腰張碗 鉄絵 (暗緑褐色)草イヒ支 ? に釉 淡緑灰色)細質入顕著 有面 に同種の碗熔者
井手荒木伸六氏宅窯跡 小型腰張碗 鉄絵 (暗緑褐色)草花文 |た緑灰色)細責入顕者 引frの rt盗 着
図14-I 井子荒木伸六氏宅窯財 卜型腰張碗 辰In(淡緑灰色)細貨入顕者 勺面に同紅の碗熔老
図14-r キ手荒木伸六氏宅窯跡 鉄イ由 (罫 色)流 し掛け 尺釉 鉄 線仄白色)半失透 細質入顕著
図 14-Ⅲ 鉄釉 (嗜緑褐色)流 し掛け 庶Il嵌緑灰色〕負入顕著
井手荒木仲六氏宅窯跡 ,V・」折弯形琥 鉄In(暗 緑褐色)流 しl■iけ 庶釉 (浜黄仄自色)半失透 佃賢入顕著
井手荒木伸大氏宅窯跡 上鍋 素焼き段階
図 14-17 井手荒木伸六氏宅窯跡 素焼き段 rrt 茶脱 じイし,
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